平成23年5月11日
ＪＢＢＦボランティア活動
広報委員長　鳥谷部　篤
東日本大震災　第２回ＪＢＢＦボランティア現地活動報告


第2回目のJBBF東日本震災ボランティア活動を今回は岩手県陸前高田市にて行いました。今回は1泊2日の日程で10人（男性8名、女性2名）のボディビル関係者が参加しました。前回は天候不良のため力を持て余した者がいましたが、今回は天候にも恵まれ存分に活動することが出来ました。3日0:30に赤羽を出発し、休憩を入れながら8:45に陸前高田市災害ボランティアセンターへ到着しましたがGWということもあり既に400名を超えるボランティアが集まっていました。
1日目の活動は陸前高田市矢作町字越戸内での津波により畑に散乱しているガレキの撤去ですが、木が根を付けたまま沢山転がっている苛酷な現場でした。
そのような苛酷な現場でJBBFボランティアの活躍は目覚ましく、重機でなければ動かせないと思われた巨大な根を畑中央より集積場所へ移動させるなど、全員が男女とも一丸となって作業に従事しました。
これにはボランティアセンターの担当も大変な驚きようで、ボディビルの素晴らしさを感じている様子でした。2日目の活動場所は陸前高田市米崎町字堂の前での住宅地の側溝及び道路復旧活動です。普段握っているバーベルをスコップに持ち替えて泥の掻き出し、がれきの撤去などを行いましたが、ここでもJBBFボランティアは全員が目覚ましい活躍を見せ、通常の倍以上の速さで復旧が進みました。また、2日目にはJBBFボランティアの活躍を耳にした読売新聞社の取材を受けることとなり、5月5日朝刊にてカラー写真で活動を紹介されました。活動中に被災者の方とお話する機会もありましたが、一様にボランティアに対しての感謝が伝わってきました。
1日目2日目とも全員が泥だらけ、埃だらけ、擦り傷だらけになりながらの活動でしたが、泣き言をいう者も無く他のボランティアが尻ごみするような仕事を黙々とこなすJBBFボランティアの姿に、共に活動する私ですら深い感動を覚えざるを得ませんでした。
陸前高田市はご存知のように今回の震災で最も大きな被害を受けた地域のひとつですが、作業終了後に市中心部を視察した私たちは、テレビや新聞で見聞きしてきたことがほんの一部だったことを思い知りました。そして今後も参加者が入れ替わりながらも継続した活動の必要性を感じました。
最後に活動の機会を与えて下さった玉利会長、小西事務局長、往復を一人で運転して下さった源聖人さん、車を提供して下さった島田三佐子さん、以上の方々にこの場をお借りしてお礼申し上げさせて頂きます。
記

１．期　日：5月3日（火）～4日（水）　

２．場　所：岩手県陸前高田市災害ボランティアセンター
　　　　３．活動地：1日目　陸前高田市矢作町字越戸内
　　　　　　　　　　2日目　陸前高田市米崎町字堂の前
　　　　４．宿泊地：種山高原 星座の森キャンプ場

５．参加者：天童あゆみ（東京）、島田三佐子（東京）、和泉悠太（埼玉）、岡田勝成（埼玉）、


　　入江弘泰（東京）、大屋琢一（千葉）、山田洋平（埼玉）、渡辺健二（東京）、


　　源聖人（千葉）、鳥谷部篤（埼玉）
以上
